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公共交通の利便性向上への
取組について
～公共交通の利用促進に関する研究会より～

三重県地方自治研究センター　主任研究員 堺   利 文

　

三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は

調
査
・
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
自
治

体
の
職
員
と
と
も
に
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
地
方
自
治
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を

し
て
い
ま
す
。

　
「
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研

究
会
」
は
２
０
２
３
年
８
月
か
ら
、
公
共

交
通
機
関
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
が
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
新
た
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
な
ど
、
公
共
交
通
の
利
便
性
の

向
上
、
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
高
齢

者
や
子
ど
も
な
ど
自
家
用
車
を
運
転
で
き

な
い
人
も
安
心
か
つ
安
全
に
移
動
で
き
る

よ
う
地
域
の
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
手
段

を
確
保
し
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
に
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
自

治
体
の
現
状
や
利
用
促
進
方
策
に
つ
い
て

研
究
員
間
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
複
数
の

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
提
供
す
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
は
じ
め
、

運
転
手
不
足
解
消
の
た
め
の
自
動
運
転
、

需
要
に
応
じ
て
Ａ
Ｉ
に
よ
る
最
適
な
ル
ー

ト
で
運
行
す
る
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と

い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
先
進

的
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
へ
、

視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
研
究
員
と
し
て
参
加
し
、

調
査
・
研
究
活
動
で
の
学
び
を
基
に
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
を
行
い

ま
す
。

　

公
共
交
通
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
地

域
交
通
法
」）
よ
り
、「
地
域
住
民
の
日
常

生
活
若
し
く
は
社
会
生
活
に
お
け
る
移
動

又
は
観
光
旅
客
そ
の
他
の
当
該
地
域
を
来

訪
す
る
者
の
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
と

し
て
利
用
さ
れ
る
公
共
交
通
機
関
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、
鉄
軌
道
や
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
定
期
船
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
公
共
交
通
は
、
地
域
交
通

法
に
お
い
て
、「
地
域
住
民
の
自
立
し
た

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
の
確
保
、
活
力

あ
る
都
市
活
動
の
実
現
、
観
光
そ
の
他
の

地
域
間
の
交
流
の
促
進
並
び
に
交
通
に
係

る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
の

基
盤
と
な
る
地
域
に
お
け
る
旅
客
の
運
送

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
地
域
旅
客

運
送
サ
ー
ビ
ス
」）
の
提
供
を
確
保
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
、

通
院
な
ど
の
日
常
生
活
や
社
会
生
活
、
観

光
客
を
は
じ
め
と
す
る
来
訪
者
の
移
動
、

二
酸
化
炭
素
削
減
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
と

い
っ
た
環
境
負
荷
の
低
減
等
が
役
割
と
な

り
ま
す
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

公
共
交
通
の
役
割

公
共
交
通
の
役
割

　

近
年
に
お
け
る
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
に
関
す

る
利
用
者
の
選
好
の
変
化
に
よ
り
、
地

域
公
共
交
通
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
が
続

き
、そ
の
維
持
に
困
難
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
や
高

▲地域旅客運送サービスのイメージ
出典：地域公共交通計画等の作成と運用の手引き第 4版（国土交通省）▲地域旅客運送サービスのイメージ

地域旅客運送サービス

公共交通機関

鉄軌道 路線バス 旅客船

コミュニティバス デマンド交通 乗用タクシー

自家用有償
旅客運送

福祉輸送、スクールバス、
病院・商業施設等の
送迎サービスなど

公
共
交
通
の
現
状

公
共
交
通
の
現
状

（一財）

E-mail : info@mie-jichiken.jp
https://www.mie-jichiken.jp/



第392号2025年２月28日 月刊「地方自治みえ」 ( 2 )

齢
化
、
自
動
車
利
用
を
前
提
と
し
た
宅
地

開
発
、
集
客
施
設
の
郊
外
化
な
ど
に
よ

り
、
利
用
者
の
減
少
が
進
み
、
２
０
２
０

年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
減
少
分
は
回
復
の
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
比
べ
て

利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
各
地
に
は
、
交
通
不
便
地

域
が
存
在
し
て
お
り
、
特
に
自
家
用
車
を

持
た
な
い
高
齢
者
や
若
者
の
移
動
手
段
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
ご
と
に
交
通
の
実
態
や
地
域
公
共

交
通
へ
の
意
見
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施

し
た
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
自
動

車
と
公
共
交
通
の
手
段
選
択
で
は
、「
ほ

ぼ
自
動
車
を
選
ぶ
と
思
う
」、「
自
動
車
を

選
ぶ
こ
と
が
多
い
と
思
う
」
が
約
90
％
と

な
っ
て
お
り
、
自
動
車
利
用
の
依
存
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
、
通
院

を
目
的
と
し
た
、
移
動
時
の
交
通
手
段
で

は
、
ど
の
移
動
目
的
で
も
「
自
動
車
（
運

転
）」
が
８
割
程
度
と
、
自
動
車
利
用
の

割
合
が
高
く
、
特
に
伊
勢
志
摩
地
域
、
東

紀
州
地
域
で
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
民
の
移
動
手
段
は
、
自
動
車
利
用
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
運
転
が
困
難
な
住
民
の
割
合
は

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
は

重
要
で
あ
り
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

と
の
連
携
や
協
働
に
よ
る
利
便
性
・
持
続

可
能
性
・
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
地
域
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
を
目
的
と
し
て
、
２
０
２
３
年
に

地
域
交
通
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
努
力
義
務
と
し
て
、
関

係
者
相
互
間
の
連
携
と
協
働
の
促
進
や
、

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の

地
域
交
通
に
関
す
る
仕
組
み
を
創
設
・
拡

充
し
、
利
便
性
・
持
続
可
能
性
・
生
産

性
の
高
い
地
域
公
共
交
通
へ
の
再
構
築

（
リ
・
デ
ザ
イ
ン
）
の
推
進
な
ど
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
地
域
公
共
交
通
の
事
業

で
あ
る
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善

事
業
」
で
は
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
が

協
働
し
た
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
、
利

便
性
の
向
上
等
の
取
組
を
支
援
す
る
と
し

て
お
り
、
大
き
く
３
つ
の
事
業
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑴　
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
「
バ
ス
交
通
や

離
島
航
路
・
航
空
路
と
い
っ
た
生
活
交
通

の
確
保
・
維
持
」
の
た
め
、
地
域
内
の
バ

ス
な
ど
の
運
行
や
、
地
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
効
率
化
・
再
編
な
ど
を
支
援
。

⑵　
地
域
公
共
交
通
バ
リ
ア
解
消
促
進
等
事
業

　

快
適
で
安
全
な
公
共
交
通
の
実
現
と
し

て
、「
鉄
道
駅
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」、

「
公
共
交
通
の
利
用
環
境
改
善
」、「
地
域

鉄
道
の
安
全
性
向
上
」
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
よ
る
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ

め
と
し
た
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
。

⑶　
地
域
公
共
交
通
調
査
等
事
業

　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
に

向
け
た
「
地
域
公
共
交
通
計
画
等
の
策

出典：三重県地域公共交通計画

■自動車と公共交通の手段選択について（単数回答）■自動車と公共交通の手段選択について（単数回答）
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定
」、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
移
動

等
円
滑
化
促
進
方
針
・
基
本
構
想
の
策

定
」、「
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計

画
・
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
実
施

計
画
に
基
づ
く
利
用
促
進
・
事
業
評
価
」

と
い
っ
た
計
画
策
定
を
支
援
。

　

こ
れ
ら
の
３
つ
の
事
業
が
あ
る
「
地
域

公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
」
で
は
、

「
共
創
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
る
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

等
に
関
す
る
支
援
、「
交
通
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ

に
よ
る
省
人
化
・
経
営
改
善
支
援
事
業
」

の
地
域
交
通
事
業
者
に
よ
る
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ

等
を
活
用
し
た
利
便
性
向
上
や
人
材
確
保

に
資
す
る
取
組
支
援
、「
自
動
運
転
社
会

実
装
推
進
事
業
」
で
は
、
自
動
運
転
の
社

会
実
装
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
組
に
対
す

る
補
助
金
の
支
援
が
さ
れ
て
お
り
、「
日

本
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
・
支
援
事
業
」、「
自

動
運
転
社
会
実
装
推
進
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
と
い
っ
た
、
公
共
交
通
と
デ
ジ
タ

ル
を
組
み
合
わ
せ
た
利
便
性
向
上
の
取
組

や
、
自
動
運
転
の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
へ
の
視
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基

に
先
進
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

⑴　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
組

　

菰
野
町
及
び
前
橋
市
で
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

菰
野
町
は
様
々
な
公
共
交
通
を
使
っ
て

町
内
の
お
で
か
け
を
便
利
に
す
る
た
め

に
、
前
橋
市
は
既
存
の
交
通
手
段
と
新
し

い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
前
橋

市
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
自
治
体
も
複
数
の
公
共
交
通

を
組
み
合
わ
せ
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
複
数
の
公
共
交
通
を
組

み
合
わ
せ
た
経
路
検
索
や
運
行
状
況
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
や
デ
マ
ン
ド

型
交
通
の
予
約
、
一
部
公
共
交
通
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
決
済
を
可
能
に
す
る
と
い
っ
た
「
検

索
、
予
約
、
決
済
」
が
一
括
で
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

し
か
し
、
導
入
す
る
上
で
、
高
額
な
導

入
費
用
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対
す
る
住

民
の
忌
避
感
へ
の
懸
念
と
い
っ
た
課
題
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
利
用
す
る
上
で
、
シ
ス
テ

ム
上
で
の
経
路
検
索
に
て
、
複
数
の
公
共

交
通
機
関
を
組
み
合
わ
せ
た
検
索
や
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
運
賃
割
引
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
公
共
交
通
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
公
共
交
通
の
利
用
増

加
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
２
）

　

ま
た
、
公
共
交
通
の
利
用
は
地
域
内
の

移
動
の
み
で
完
結
す
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
近
隣
市
町
へ
の
移
動
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
広
域
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

出典：地域交通のリデザイン

出典：「共創・MaaS 実証プロジェクト」（令和６年度）について

公
共
交
通
の
先
進
的
な
取
組
内
容

公
共
交
通
の
先
進
的
な
取
組
内
容

図１

図２
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と
と
も
に
導
入
す
る
市
町
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
広
域
で
協
力
し
取

り
組
む
こ
と
も
有
効
と
考
え
ま
す
。

⑵　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
取
組

　

菰
野
町
で
は
、
２
０
１
８
年
よ
り
事
前

予
約
制
の
公
共
交
通
で
あ
る
Ａ
Ｉ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
「
の
り
あ
い
タ
ク

シ
ー
」
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

エ
リ
ア
内
に
設
置
さ
れ
た
乗
降
場
所
か

ら
乗
降
場
所
ま
で
乗
車
で
き
る
形
態
で
あ

り
、
乗
降
場
所
は
各
区
か
ら
の
要
望
を
基

に
、
２
０
２
４
年
10
月
時
点
で
２
９
７
箇

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
方
法
は
電
話
予
約
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約

の
２
つ
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
を
行
っ
た
場
合

は
、
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
の
促
進
と
利
用
し
や
す

い
料
金
設
定
に
よ
る
利
用
機
会
の
創
出
、

事
務
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
」
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
を
利

用
し
た
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無

料
と
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
と
乗
り

継
ぎ
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

菰
野
町
で
は
、
バ
ス
路
線
を
幹
線
部
分

に
し
ぼ
り
、
支
線
部
分
を
「
の
り
あ
い
タ

ク
シ
ー
」で
運
行
し
、地
域
の
意
向
に
沿
っ

た
乗
降
場
所
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
と
と
も
に
、
路
線
バ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
へ
の
接
続
に

配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
運
転
手
不
足
と

い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
に
あ
た
り
、
Ａ
Ｉ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
事
前
の
予
約
を

必
要
と
す
る
利
用
者
の
負
担
や
乗
合
率
、

既
存
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
の
各
種
公
共

交
通
機
関
と
の
競
合
と
い
っ
た
課
題
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
が
少
な
い
路
線
を
Ａ

Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
個
別
輸
送

が
担
う
こ
と
で
、
幹
線
と
支
線
の
役
割
分

担
や
、
柔
軟
な
乗
降
場
所
の
設
置
と
い
っ

た
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
問
題
に
も
対
応
が

可
能
で
す
。

　

地
域
全
体
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
上
で
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

も
選
択
肢
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑶　
自
動
運
転

　

多
気
町
や
前
橋
市
で
は
、
自
動
運
転
技

術
導
入
の
契
機
と
し
て
、
乗
合
バ
ス
の
運

転
手
不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
気
町
で
は
、
地
域
内
を
運
行
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
環
境
が
存
在

す
る
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
内
で
の
実
証
運
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
橋
市
で
は
、
ニ
ー
ズ
の
高
い

路
線
で
の
高
頻
度
運
行
を
目
指
し
て
、
公

道
で
の
実
証
運
行
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
運
転
の
今
後
の
展
望
と
し
て
、
車

内
に
運
転
手
を
必
要
と
し
な
い
遠
隔
管
制

型
の
自
動
運
転
レ
ベ
ル
４
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
運
転
手
不
足
を
補
完
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
動
運
転
技
術
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

や
読
み
取
り
セ
ン
サ
ー
、
無
人
運
行
等
の

技
術
面
の
課
題
や
、
道
路
の
白
線
や
草
木

の
状
況
等
の
環
境
整
備
と
い
っ
た
運
行
の

た
め
の
基
盤
整
備
な
ど
、
高
額
な
導
入
・

運
行
関
連
費
用
の
発
生
に
加
え
、
低
速
運

行
に
対
す
る
他
車
ド
ラ
イ
バ
ー
の
理
解
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
解
決
の
進
展
状
況
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
地
理
的
な
部
分
や
交
通

状
況
と
い
っ
た
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
た

上
で
、
将
来
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
の
一

つ
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全

な
地
域
の
移
動
を
確
保
す
る
た
め
に
、
各

自
治
体
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、
自

動
運
転
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
高
額
な
導
入
費
用
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
対
す
る
住
民
の
忌
避
感
へ
の
懸
念

と
い
っ
た
課
題
は
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
忌
避
感
を
導
入
し
な
い
理
由

に
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
機
会
を
利

用
し
て
説
明
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
の
取
組
を
同
時
に

推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
は
、
地
域
の
状

況
に
よ
っ
て
必
要
性
の
有
無
が
変
わ
る
と

考
え
ま
す
の
で
、
安
心
・
安
全
な
移
動
環

境
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
も
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
、
地
域
住
民
を
含
め

た
関
係
者
と
、
地
域
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

公
共
交
通
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

の
か
を
議
論
し
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

　

研
究
会
の
報
告
書
は
会
員
の
皆
様
へ
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。
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